
知
ら
れ
ざ
る「
女
優・原
節
子
」

失
わ
れ
た
デ
ビュ
ー
作
『
た
め
ら
ふ
勿
れ
若
人
よ
』を
求
め
て 

本
地
陽
彦　
　

144

ピ
ス
ト
ル
と
原
節
子  

国
策
映
画
の
ア
イ
ド
ル
と
し
て 

西
村
雄
一
郎　
　

150

裸
は
断
固
拒
否
で
あ
る
『
誘
惑
』の
入
浴
シ
ー
ン
は
消
え
た 

寺
岡
ユ
ウ
ジ　
　

154

初
の
汚
れ
役
を
大
金
で
『
時
の
貞
操
』の
不
倫
と
流
産 

佐
々
崎
麻
妃　
　

156

 「
先
生
、お
願
ひ
よ
わ
た
し
を
キ
ズ
物
に
し
て
下
さ
ら
な
い
」

 『
幸
福
の
限
界
』の
ギ
リ
ギ
リ
の
台
詞 

寺
岡
ユ
ウ
ジ　
　

158

小
津
あ
っ
て
の
原
、原
あ
っ
て
の
小
津
『
晩
春
』の
功
罪 

山
口
博
哉　
　

160

消
え
た
ス
ト
リ
ッ
プ・
シ
ー
ン
『
白
痴
』完
全
版
を
追
う 

西
村
雄
一
郎　
　

163

仲
代
達
矢
の
次
に
唇
を
奪
っ
た
の
は
誰
か

40
歳
の
キ
ス
シ
ー
ン
、『
慕
情
の
人
』 

寺
岡
ユ
ウ
ジ　
　

166

な
ぜ
3
本
の
大
型
企
画
は
潰
れ
た
か

幻
の『
旅
愁
』『
斜
陽
』『
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
伝
』 

寺
岡
ユ
ウ
ジ　
　

169

サ
ン
ザ
ン
だ
っ
た
最
後
の
主
演
作

 『
娘
と
私
』に
寄
せ
ら
れ
た
酷
評 
佐
々
崎
麻
妃　
　

172

引
退
作
品
の
意
外
な
名
演
技

 『
忠
臣
蔵　

花
の
巻
・
雪
の
巻
』り
く
役
で
見
せ
た
品
格 
本
地
陽
彦　
　

174

原
節
子
に
魅
せ
ら
れ
て

天
上
と
結
ば
れ
た
美 

横
尾
忠
則　
　

188

 「
私
は
素
人
で
す
か
ら
」と
言
っ
た
原
節
子 

高
橋
惠
子　
　

190

 「
紀
子
」の
面
影 

茂
木
健
一
郎　
　

192

秘
す
れ
ば
花
な
り 

長
部
日
出
雄　
　

194

小
津
、木
下
監
督
に

 「
節
ち
ゃ
ん
に
似
て
る
ね
」と
言
わ
れ
…
… 

草
笛
光
子　
　

196

獰
猛
な
獣
の
目 

荒
木
経
惟　
　

198

週
刊
新
潮
が
総
力
取
材
し
た
原
節
子　

 

103

原
節
子
の「
秘
め
ら
れ
た
恋
」（

2
0
0
4
年
12
月
30
日
・
2
0
0
5
年
1
月
6
日
新
年
特
大
号
）

原
節
子
は「
な
ぜ
引
退
し
た
か
」（

2
0
0
5
年
1
月
13
日
号
）

最
も
美
し
い
原
節
子
は

ど
の
映
画
の
ど
の
シ
ー
ン
か　
　

129

宇
野
亜
喜
良
、大
林
宣
彦
、春
日
太
一
、片
岡
義
男
、川
本
三
郎
、

佐
藤
忠
男
、髙
橋
治
、田
草
川
弘
、出
久
根
達
郎
、本
地
陽
彦
、山
本
容
子

大
ア
ン
ケ
ー
ト

あ
わ
や
貞
操
の
危
機

口
説
い
た
不
届
き
者
た
ち 

184

寺
岡
ユ
ウ
ジ

原
節
子
の

ス
リ
ー
サ
イ
ズ
を
探
せ 

186

寺
岡
ユ
ウ
ジ

原
節
子
の
お
値
段

ギ
ャ
ラ
の
研
究 

182

上
條
昌
史

闘
病
す
る
原
節
子 

179

寺
岡
ユ
ウ
ジ

原
節
子
フィ
ルモ
グ
ラ
フィ 

201

内
藤
和
之﹇
編
﹈

原
節
子（
会
田
昌
江
）年
譜 

222


